
   

平成 30 年 2 月 28 日 

 

村上市環境基本計画等庁内推進委員会 

委員長 忠 聡 様 

 

村上市環境基本計画等進捗管理委員会 

委員長 富樫 繁春 

 

 

村上市環境基本計画 平成 28 年度進捗状況報告書について（意見） 

 

 当進捗管理委員会に意見を求められた「村上市環境基本計画 平成 28 年度進捗状況報告

書」について、平成 29 年度第 1 回村上市環境基本計画進捗管理委員会において審議いたし

ました。 

 進捗状況を点検した結果についてご報告いたします。 

環境指標については、概ね目標値に向け順調に進捗していることが認められます。また、

環境施策についても、これまで未実施だった事業に着手している事業がいくつか見受けら

れることから、概ね良好であると判断いたしました。 

 なお、当進捗管理委員会で委員から出された意見を下記のとおりまとめましたので、今

後の環境施策の参考とされるようお願いします。 

 

記 

 

１ 自然環境に関すること 

○近隣市町村の状況から、お幕場の松林については全滅が心配されますので、従来の薬

剤散布対策のみならず、生育環境等の計画的な維持管理にも努めていただきたい。 

 ○外来種であるセイタカアワダチソウの繁殖が、道路や耕作放棄地等で目立ちます。他

地域では、薬剤散布による一定の効果が確認されている事から、当市においても観光

面でマイナスとならないよう、先進地の情報を収集し、効果のある対策を検討願いた

い。 

 

２ 生活環境に関すること 

○畜産施設からの悪臭対策については、畜産事業者と地元住民に行政も加わった協議会

が立ち上げられており、またパイロット事業による実証実験の実施など、少しずつ取

組が進んでいるところではありますが、悪臭の苦情は今も後を絶ちません。より一層

の努力と対策をお願いしたい。 

 

【裏面に続く】 



   

３ 地域の環境整備に関すること 

○村上市には他の地域に無い日本固有の動植物が多く生息しています。工事により本来

ある自然に人工的な手を加えると、その後、最初に生息が確認されるのは外来種です。

この地における希少種を守るため、工事等を施す際は施工前後の環境調査をお願いし

たい。 

 

４ 環境保全の取り組みに関すること 

○我が国の電源構成の変化に起因するところもありますが、村上市における二酸化炭素

の排出量が増加しているだけでなく、１人当たりのごみ排出量も増えています。未来

の子ども達が住みよい環境で暮らせるように、より一層の環境保全啓発活動に取り組

んでいただきたい。 

 

５ 岩船沖洋上風力発電について 

○今後、国が再生可能エネルギーを推進していく中で、風力発電は良い選択肢であり、

今回は非常に大きなチャンスでした。事業性評価により事業化できないことは非常に

残念である。 

○市の発展は全市民が願うところであります。次に新しい計画が出される際には、事業

を推進する人と問題を感じている人が折り合っていける道を探り、これまで以上に透

明性、公平性に努め、進めていただきたい。 

 

 


